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《こどもたちと触れ合う時間》 	

2017 年 10 月 31 日	 国立精神・神経医療研究センター病院	

場所：小平市	

内容：重症心身障害児病棟	

5 年目の訪問	

	

今年もここに来られて本当によかっ

た。あの子やこの子が待っていてく

れました。	

	

それぞれに歌の好みを聞いてみると、

和田アキ子やノリノリ、優しい歌な

ど、それぞれ返答がおもしろい！	

	

 

 

                

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

＜いただいた言葉＞	

・	 何度か訪問してくださっていること

もあり、慣れた様子で利用者とのかかわ

りが始まり、安心してお任せすることが

できた。	

・	 保育士とは事前の打ち合わせはな

く、利用者を囲んで好きなことや得意な

こと（元気な声が出ること等）を話しな

がら、歌ったり音を鳴らしたり、穏やか

な雰囲気の中で一人ひとりとの時間を

過ごすことができた。	

・	 楽器、歌、音、言葉かけ等、たった

一つのかかわりから、笑顔や発声を引き

出す様子を見て、保育士の普段のかかわ

り方の参考になった。	

・	 利用者の様子としては、歌に合わせ

て一緒に声を出して歌っているような

様子がみられたり、指人形に興味を示し

て手に取ってみたり、楽器を一緒に鳴ら

して笑顔になったり、クラウンさんの話

をよく聞いて頷いたり…と、どの方も穏

やかに、楽しく過ごすことができていた

ようだった。（保育士）	
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《ディサービスへ》 	

10 月 31 日	 	 目黒区心身障害者センターあいアイ館	

場所：目黒区	

内容：重度心身障害者のディサービス	

８年目の訪問	

	

クラウンさんが来てくれましたーと職員のみなさんに囲まれて和んでいるとこ

ろへお邪魔しました。午前中の柔らかい太陽が差し込んで、うつらうつら眠っ

てしまう利用者も何名か（本当に気持ちよさそう！）。	 朝の歌をみなさんと

それぞれ順番に歌い、眠っている方へは子守唄を歌いました。今回も午前の活

動、昼食前の午前寝、そして昼食の配膳までご一緒させていただきました。ま

たお会いしましょう！	

	

	

	

	

	

	

	

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

＜いただいた言葉＞ 

ご利用者の方も緊急クラウンの方がいらっしゃり、普段と違う雰囲気を感

じ取られている様子が見られました。（職員）	
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《筋ジストロフィー病棟へ》 	

10 月 31 日	 国立精神・神経医療研究センター病院	  

場所：小平市	

内容：筋ジストロフィー病棟	

５年目の訪問 
	

皆様と楽しく交流させていただきました。数年前にクラウンの訪問を誘導して

くれた少年と、懐かしい再会をしました。	個室ではそれぞれの生活風景の中に

入って行くことになります。作曲される方との出会いもありました。コンピュ

ーターで顔の筋肉を使いながら曲を作られる姿は本当にすごかった。これから

もご活躍楽しみにしています！	

	

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜いただいた言葉＞	

鳥の鳴き声のようなおもしろい音の楽器を使ったやりとりを

したり、クラウンさんのウクレレ演奏に合わせて一緒に歌った

り、眠たい方にはゆったりした歌を聞かせてくださったり、一

人ひとりが「自分だけ特別」と感じられるような、個々に合わ

せたやりとりがとても素敵でした。	

	

初めは緊張した表情をしていた方も、次第にクラウンさんと

目を合わせて笑顔になっていき、とてもあたたかい雰囲気の楽

しいひとときでした。（保育士）	
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《高齢者の方々と》  

10 月 25 日	 社会福祉法人	新生会	特別養護老人ホーム	 誠の園	

場所：群馬県高崎市	

内容：高齢者施設	

４年目の訪問	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

クラウン訪問を待っていてくださいました。先回のことをこと細かく覚えてい

てくださるのは感激です。	

	

今年も楽しい種をたくさんまいて来られたかな？	

再会を楽しみにしています！	
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＜いただいた言葉＞	

誠の園では緊急クラウンの訪問は恒例となっており、その日が来るのを

待ち遠しく思っています。入居者からは「今年も来てくれるんだね。あの

２人に会えると元気になるんだよ！」「私のありのままを受け入れてくれ

る。だからクラウンとお話ができてとても嬉しいの。」そんな言葉が入居

者からも出ています。（中でも一番パワーを頂いているのはそこで働く職

員かもしれません。）	

クラウンの二人の魅力に引きつけられ、入居者の皆様はクラウンの一挙

手一投足に興味津々。関わったお一人おひとりから活き活きとした表情が

みられます。そんな入居者の表情をみつめると幸せな気持ちになる私達ス

タッフです。絶妙な間と距離感、その光景を見ているだけで私たちスタッ

フもとても勉強になります。	

今後も、緊急クラウンとともに入居者の幸せな笑顔を引き出していきた

いと思います。緊急クラウンのみなさま、たくさんの愛をいつもありがと

うございます。また、お待ちしております。（ケアスタッフ）	
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10 月 25 日 特別養護老人ホーム エンジェルホーム  

場所：高崎市	

内容：高齢者施設	

7 年目の訪問	

	 	

サプライズ訪問をさせていただきました。	

でも、いつもと変わらない場所。	

クラウンさんまた来てくれたのー？また来ましたよー	、元気でしたか？	

みたいな会話が飛び交う。	

	

	

 

 

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	 	

＜いただいた言葉＞	

お二人がホームに入ってくると、その姿に入居者の皆さまは興味を示し、

中には、前回のクラウン訪問を覚えていて、喜んでいる方もいました。	

お二人が楽器の演奏を始めると、音に合わせてリズムを取ったり、歌を歌っ

たり、だんだんと周りの方々が巻き込まれていきました。クラウンの二人は、

お年寄りの興味を引いて、お話をするのが上手で、会話をしていた皆が笑顔

になっていました。	

その後は、お部屋のベッドで横になっている方のところを周ってください

ました。お二人は会話ができない方にも自然に話しかけ、歌や楽器で楽しま

せてくれました。ベッドに寝たきりで、意思表示ができない方でも、楽し気

な雰囲気は感じていただけたと思います。	

どうもありがとうございました。（ケアスタッフ）	
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≪クラウンサクより	 訪問を終えて≫	

		

今年もクラウン訪問活動を各施設でさせて頂くことが出来ました。	

お世話になった皆様に感謝します。ありがとうございます。	

	

私は少し久しぶりの訪問活動になりましたが、赤い鼻を付けていざ訪問を始めてしま

えば、毎週のように皆さんに会っているような気持ちにすぐになれ、今回もとても充

実した素敵な時間を皆さんと過ごすことが出来ました。	

訪問では、とても沢山のエネルギーを使います。	

	

決められた時間の中で、私たちはこれ以上ないくらい集中して、関わる皆さんとコミ

ュニケーションを取ります。	

歌を歌ったり、色んな音を出したり、様々なことをおしゃべりしたり。	

それら全ては目の前にいる人と繋がる手段に過ぎず、大切なのは私達のアクションの

後、皆さんのリアクションがあるかどうか。	

それがどんな小さなリアクションであっても(例えば黒目が動く、まばたきをする、

指先が少し動く、小さな息がもれる等)私達はそのリアクションを受け取って、次の

アクションをします。なのでどんな場所での関わりも、一瞬一瞬全く違う、その人の

個性溢れる輝いた時間となります。	

	

そういうコミュニケーションを一人ひとり、丁寧に積み上げていくのがクラウン訪問

活動だと思っています。私たちが関わることは、皆さんの生活の中では本当に短い時

間ではありますが、私たちの中で一人ひとりと作りあげた時間はずっと心に残る大切

な時間になっています。	

	

皆さんにも、ふとした瞬間にクラウン達を思い出してもらえたら幸せです。	

思い出すと少し心が温かくなるような、そんな訪問活動をこれからも続けていきたい

と思っています。	

	

また訪問して皆さんに会える日を心から楽しみにしています。	
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≪最後に≫	

		

活動を無事終えることができました。今回の訪問の中でも数々の宝物のような場面に

立ち会うことができ、クラウン訪問ならではの幸せを分けていただきました。ありが

とうございます。クラウンサクも復帰し、久しぶりに二人でまわりました。	

	

今年度は小児病棟及び筋ジストロフィー病棟２件、ケアセンター１件、高齢者施設２

件訪問しました。クラウンを受け入れてくださった病院、施設のみなさま、ありがと

うございました。	

	

患者さん、施設利用者さん、ケアスタッフの方々、ご家族の皆様、今年度も私たちの

活動を応援支援してくださった多くの皆様に感謝します。	

	

再会を楽しみにしております。	

お元気で！	

	

2018 年 2 月	

緊急クラウンジャポン一同	

	


